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教育実践報告
1．はじめに
　『ビジネス入門』（2017 年度までは『ビジネス入門Ⅰ』）は 1 年次春学期配当科目であり、「職
業観の醸成」をその目的に掲げている。初年次学生に対して、今後の大学生活を通じてキャリ
ア・マネジメントに対する意識を高めていくための導入科目と位置づけられており、卒業後に
ビジネスマンとして活躍していく下地を作ることを狙いとしている。2014 年度までは必修科
目であったが、2015 年度以降は選択必修科目に変更されている。但し、2 クラス展開している
必修科目（1 回の受講者数を減らし教育効果を高めるために学年を 2 グループに分け、同内容
の授業を 2 回実施している必修科目）の裏科目として同様に 2 クラス展開で実施しており、殆
どの 1 年生が履修している。
　筆者は多摩大学に着任した 2013 年度より本科目を担当したが、着任年は運営に非常に苦労
した。その一因は、クラス分割せず 1 年生全員の必修科目として講堂（001 教室）で授業を行っ
たことであった。約 400 名の学生を一人で相手し、距離ある壇上から受講態度の悪い学生を注
意することもままならず、授業はカオスの状態を呈していた。結果として VOICE の授業評価
は 3.02 に留まり、学生に有用性を感じさせる内容を提供することができなかった。この反省
から 2014 年度以降はクラスを分割して 1 クラス約 200 名とし、101 教室もしくは 201 教室で
授業を行っている。
　2013 年度のもう一つの課題はコンテンツであった。筆者は多摩大学着任までに 25 年のビジ
ネス経験を持つ実務家教員である。『ビジネス入門』を任されたのも、実務家としての経験を
学生に伝えることにより学生がビジネスに対する関心を抱き、職業観を醸成していくことが期
待されてのことであったと認識している。しかしながら、90 分× 15 回の講義を個人の経験談
だけで興味を持たせ続けることは困難である。否、1 回 90 分の講義でさえ、学生の集中力を
維持させ講義に向き合わすことは、一方的な語りかけだけでは殆ど不可能に近い。そこで筆者
は 2014 年度より『ビジネス入門』の授業コンテンツの改善に積極的に取り組んだ。
NHK 番組「プロフェッショナル」活用による
キャリア形成導入科目の設計
Designing introduction course of career development 
by utilizing NHK program “Professional”
小　林　英　夫 *
Hideo KOBAYASHI
Keywords：Career Management, Fostering a View of Profession, 
 TV Documentary Program, Video Viewing in Class
* 多摩大学経営情報学部　School of Management and Information Sciences, Tama University
－ 134 －
NHK番組「プロフェッショナル」活用によるキャリア形成導入科目の設計
2．映像活用の意義と課題
　学生の集中力を維持するために行ったのが、視聴覚メディア教材の活用である。2013 年度
の講義で短いニュース映像を流したところ、興味を持ち私語も少なく視聴していた。また映像
を流している間は教員が教室を回り受講態度の悪い学生に直接注意をすることもできるので、
比較的静粛な環境を維持することが可能であった。このため積極的に映像資料を活用すること
により、より効果的な授業ができるのではないかと思われた。
　但し、単に映像を流すだけで有用な授業となるわけではない。辻（2008）によれば、視聴覚
メディア教材は、板書やプリントと比較して特に学習者の視覚と聴覚の両者に強く働きかける
特徴を持つことから、教育効果として以下の 3 点の長所を有している。
① 学習者の印象に残る学習資料の提示
② 講義だけでは伝えにくい、現実的な場面の提示
③ 対面授業との組み合わせによる、相乗的な学習効果
　また、辻は教材の運用と管理の観点からも以下の長所を指摘する。
④ 授業において、必要な部分だけを活用することができる
⑤ 何度も利用でき、保管や複製などの取り扱いが容易
　一方で、視聴覚メディア教材の教育効果上の問題点として以下を指摘している。
⑥ 学習者の集中が続かない
⑦ 教材の目的が伝わりにくい
⑧ 教員と学生のコミュニケーション不足が生じやすい
　さらに、教材の運用と管理の観点からのデメリットとして以下を挙げている。
⑨ 教材作成の負担
⑩ 資料配布の難しさ
⑪ 著作権の問題
　そこで、このような様々なメリットとデメリットを勘案し、『ビジネス入門』を効果的に運
営するために映像資料の活用方法を工夫して講義を組み立てることとした。
3．講義の設計
　講義で利用することにしたのは、NHK の TV 番組「プロフェッショナル 仕事の流儀」であ
る。同番組は「さまざまな分野の第一線で活躍中の一流のプロの『仕事』を徹底的に掘り下げ
るドキュメンタリー番組」として 2006 年より週 1 回放映されており、現在も続いている。毎回、
仕事に情熱を燃やし取り組む人物を一人取り上げ、その仕事振りや仕事への信念などを紹介し
ている。「キャリアデザインにおいて、とりわけ自己分析が不十分な学生にとっては、見習う
べき対象－ロールモデル－を提示することは非常に重要である」（古野 1999）とされる。そこで、
見習うべき対象となる一流の仕事人を紹介する同番組は教材として最適であると考えられ、教
員による教材作成の負担も無い。また、同番組の DVD は本学多摩キャンパス図書館に所蔵さ
れており、授業内使用が認められるように権利処理されている。講義後に学生が図書館内で視
聴することも可能である。このため、前述の視聴覚教材の運用と管理における 3 つのデメリッ
ト（⑨～⑪）はいずれも抑えられると考えられた。
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　同番組は 10 年以上も継続しており、放映回数も 350 回を優に超える。DVD 化されている回
も多く、多摩キャンパスの図書館には 60 本以上の DVD が収められている。取り上げられて
いる人物も著名人から無名の人物まで多岐にわたる。いずれの人物もテレビ番組の題材となる
だけの素晴らしい仕事に対する取り組みをしているが、その中から以下に理由とともに述べる
6 人を選択し講義で使用することにした（肩書は番組放映時）。
（1）鈴木敏夫（プロデューサー　スタジオジブリ代表） 2006 年 4 月放送
・ 学生の関心が高い「アニメ」を扱い、興味を引くことができる。
・ バイトにあけくれた文系学生が、出版社勤務から映画プロデューサーへとキャリアを
形成した道筋を知ることができる。
・ 多摩大学と縁のある「耳をすませば」と絡めて紹介し、多摩大学のゼミ活動の可能性
を意識させることができる。
（2）新浪剛史（経営者　ローソン社長）   2006 年 10 月放送
・ 経営系学部の学生に対して、経営者という可能性の高い目標を提示できる。
・ 経済学部卒で、商社、ビジネススクールを経て経営者となる道筋を知ることができる。
・ 本科目内別講義にてセブンイレブンの戦略を学習しており、連動して学生にとり身近
な存在であるコンビニエンスストアの戦略について考えさせることができる。
（3）浦沢直樹（漫画家）     2007 年 1 月放送
・ 府中市出身、明星大学経済学部卒業、音楽に魅了された学生時代という経歴から、地
理的・教育的・生活的な親近感を感じることができる。
・ 漫画という学生の関心が高い題材により、興味を引くことができる。
（4）北村愛子（専門看護師　泉佐野病院勤務）  2007 年 2 月放送
・ その仕事と向き合う姿勢に対して、視聴者の評価が高い放送回である。
・ 人の生死と向き合うことを学生が考える機会を与えることができる。
（5）小野二郎（寿司職人　すきやばし次郎店主）  2008 年 1 月放送
・ その仕事と向き合う姿勢に対して、視聴者の評価が高い放送回である。
・ 職業人としての成功に対して、学歴や先天的才能ではない要素に気付くができる。
・ 仕事を選ぶだけでなく、仕事に自分を合わせるという考えに触れることができる。
（6）及川卓也（IT 技術者　Google エンジニア）  2012 年 1 月放送
・ 経営情報学部生として可能性の高い IT エンジニアとなる道筋を知ることができる。
・ 先進的な職場である Google 社のオフィス環境を知ることができる。
・ 自分一人で仕事を抱えるのではないチームワークの大切さを学ぶことができる。
　教育効果上の問題⑥に対応し学習者が集中を続けられるように、学生の興味や関心を引きつ
けやすい人物を選んでいる。また教材の目的が伝わりにくいという教育効果上の問題⑦に対応
して、教材の意図、目的を視聴前に説明するように心がけた。特に、漫画家、看護師、寿司職
人といった、本学学生が将来就く可能性が低い職業の人物回については、職業としてのロール
モデルではなく職業に取り組む姿勢を見習うべき対象として捉えることを促した。教員と学生
とのコミュニケーション不足が生じやすいという教育効果上の問題⑧に対しては、単に視聴す
るのではなく、毎回コメントシートの記入提出を義務付け、登場人物の仕事に対する取り組み
方の分析や自らの考え、さらに授業に対するコメントや要望を記述させることで軽減を試みた。
　尚、これは『ビジネス入門』特有のものではなく、映像使用とも直接関係するものではない
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が、コメントシートの評価への応用には少々特色があるのでここで触れておく。コメントシー
トは映像視聴回だけでなく試験回を除く 14 回の講義全てで提出させ、これを A、B、C の三
段階で評価する。A（授業を聴き自ら考えた）は 6 点、B（授業を聴いていた）は 4 点、C（聴
いていたとは思えない）は－4 点、欠席は 0 点である。実際の評価では A と B が半々くらい、
C は殆どつけないが、白紙や授業と関係無いことしか書いていない場合、スマートフォンで遊
ぶなど受講態度が著しく悪い場合に稀につける。一方、コメントシートの内容だけでなく、授
業中に積極的に発言した場合も A 評価をつける。これを授業貢献点として累積する。14 回の
提出機会があるので最大 84 点（14 回× 6 点）となるが、上限は 59 点としている。授業貢献
点と期末試験（配点 41 点）を合わせて 100 点満点の 60 点以上で単位を付与する。多少休んで
も他の回で A 評価を重ねれば授業貢献点は満点をとることが可能であるし、毎回の評価が B
であったとしても、全回休まずに出席すれば満点に近い授業貢献点をとることができる。この
評価システムにより、単に出席する（教室に居る）だけではなく、授業内容を聴き自ら考える
ことを学生に促している。また、相応の文字数を書かせるため代返は困難であり、遅刻して名
前だけ書くことは欠席よりも悪いマイナス評価となるので意味をなさない。
　1 期は 15 回の講義で構成されるが、そのうちの 6 回を番組視聴に充てることにした。これ
は映像を見せることには上記のメリットが期待されるものの、過度に TV 番組の映像に依存す
ると大学の講義として求められる質の担保を阻害する懸念があるからである。学生自身がロー
ルモデルをイメージするだけではなく、レクチャーによる知識提供や討議等を組み合わせて科
目を構成することで、1 年春学期配当科目として『ビジネス入門』を提供することに有用性を
持たせることを狙っている。
4．実践
　2014 年度より、期の後半に「プロフェッショナル 仕事の流儀」を 6 回視聴する形式を取り
入れた。マンネリ化を避けるために映像視聴回と講義回を交互に行うことも検討したが、期の
前半に講義形式で基礎知識を植え付け、後半に基礎知識を習得したもとで集中して映像を視聴
し仕事に対する取り組み方を自ら考えさせることとした。期末に科目を振り返るアンケートで
は、番組を視聴したことに対する印象が強く残る反面、そのことだけが記憶に残り前半の内容
が殆ど忘れられていることも窺える。だが、何かしら強い印象を残していることを肯定的に捉
えて、本年度まで後半に集中的に映像を見せる形式は継続している。
　2014 年度は、授業の始めに取り上げる題材の概要や意図を説明した後で番組をそのまま流
したが、番組の後半に入ると退屈して視聴しない或いは居眠りをするという学生がかなり現れ
た。1回の放映は約45分間で、そのうちの10～15分は司会者によるスタジオでのインタビュー、
約 30 分がドキュメンタリー映像となっているが、45 分間流し放しにすると集中力が続かない
様子がみてとれた。そこで 2015 年度には、語る言葉で直接的に考え方を知るよりも状況を見
て考えてもらうことを重視するという意図を込めて、スタジオでのインタビューをカットして
ドキュメンタリーの部分のみを見せるようにした。視聴時間は約 30 分間に短縮された。
　2016 年度にはコメントシートを改善した。それまでは、「取り上げた人物の仕事への関わり
方について興味を抱く点を理由とともに挙げ、自らの職業観への影響を考えて記述させる」だ
けであったが、次図のように表面をメモ欄として、視聴しながら印象に残った点や気付いた点
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を記述させるようにした。これにより、ただ映像を流して見るよりも視聴への真剣味が増した。
　もう一つ 2016 年度より取り入れたのが、対照的な人物との対比である。「プロフェッショナ
ル 仕事の流儀」で取り上げられているのは、当然ながら何れも素晴らしい仕事への取り組み
を行っている人物である。ロールモデルとして提示し、そのような人物となることを目指して
欲しいと考えている。だが、世の中にはそのような人物ばかりではない。多くの人は仕事にそ
こまでの取り組みが出来ずに課題を抱えながら日々を過ごしており、本学学生もそのような状
態に陥る懸念はある。そこで、同じ NHK のドキュメンタリー番組「NHK スペシャル－フリー
ター漂流」から、仕事への取り組み方に問題を抱え充実しているとは言えない日々を過ごして
いる人物を紹介し、違いを分析させることとした。これは「プロフェッショナル 仕事の流儀」
を 6 回続けて視聴した次の授業で行った。ある意味でより身近で自らも陥る可能性のある事例
を視聴することで教室には澱んだ空気が漂うが、他山の石となる対照的事例との比較により前
回までの素晴らしい仕事への取り組み方がより際立ち、学生へ与える効果も大きいと思われる。
　2017 年度には、番組をさらに何回か一時停止して、映像の途中で解説を適宜行うようにし
た。解説では、鈴木敏夫の回であれば「耳をすませばと多摩大学のプロジェクトゼミの関わり」、
北村愛子の回であれば「専門看護師という資格と仕事内容」、及川卓也の回であれば「IT 技術
者の仕事」といった理解を助ける補足説明を行った。さらに、浦沢直樹のアニメ、小野二郎に
関するニュースなど、他の映像を挟んで流すことも行い、学生の理解を促した。
　また、関連する情報については毎年の変化を反映している。番組を講義に取り入れた 2014
年度以降、新浪剛史はローソンからサントリー・ホールディングスの社長に転身し、及川卓也
は Google から独立した。鈴木敏夫のスタジオジブリは宮崎駿の引退宣言に伴い組織を改編し、
小野二郎は齢 90 を超え老いが目立つものの、すきやばし次郎はミシュランガイドの 3 つ星を
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取り続けている。このように、毎年最新の情報を追加しつつ、解説する内容や授業資料は更新
を続けている。
5．結果
　2014 年度の VOICE 授業評価（2 クラス展開の平均）は 3.46 と、前年の 3.02（1 クラス展開）
より大きく向上した。これは 2 クラス展開により一度の受講者数を半減させたことと映像の活
用による相乗効果によると思われる。さらに、2015 年度の評価は 4.10 と前年比 0.64 も向上し
た。このことから、単に TV 番組の映像を丸々流すのではなく、教員が手を加えることによっ
て学生の満足度を向上させる余地が大きいことが窺える。
　その後も細かな改善を加えた結果、2016 年度の評価は 4.33 と更に向上した。2017 年度も 4.34
と同水準を確保し、教員授業評価で表彰を受けている。このように、映像を効果的に活用する
とともに、教員がその素材を用いて講義内容を充実させて提供することにより、200 名を超え
るクラスに対しても満足度の高い授業を行うことが可能である。
6．おわりに
　『ビジネス入門』に「プロフェッショナル　仕事の流儀」の映像を活用する形態は、継続的
な情報更新は必要ではあるが、ある程度の完成形に達したと思われる。だが、2018 年度のコ
メントシートからは幾つかの課題も浮かび上がってきている。
　一つは、取り上げる題材の老朽化の可能性である。殆どが 10 年以上前の映像であるが、仕
事への取り組み姿勢は変わらずに通用すると考え使用してきた。だが、以前は取り上げて欲し
い人物として本田圭佑（サッカー選手）とイチロー（野球選手）の希望が多かったのに対し、
今年多くの学生が HIKAKIN（ユーチューバ―）を挙げるなど、学生の興味対象は時代ととも
に短期間で変化する。いずれ、情報を更新ではなく新しく別の人物を取り上げるように改めて
いく必要があろう。
　もう一つは、映像に頼りすぎているという批判的コメントの増加である。映像視聴に対する
肯定的コメントに比べればごく僅かではあるが、以前より批判的意見が増えており、マンネリ
化していないか、教員の姿勢に問題は無いか、じっくりと省みる必要があると感じている。
　また、科目としての位置づけも見直す余地がある。『ビジネス入門』でありながら、キャリ
アを意識させる色合いが強く、同じ 1 年次配当のキャリアデザイン入門と内容が被ってきてい
る。他の志／キャリア系科目との統廃合も含めて見直しを行い、1 年生がその後のキャリアビ
ジョンを描くのに最善な科目構成を検討していく必要があると考えている。
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